
フォーサイト手帳導入校様にインタビューをしました

駒場学園高等学校（東京都） 教育推進部 長田一郎 先生

タブレットと手帳の使い分けでPDCAサイクルを定着させる

タブレットは、連絡事項の伝達やデータとして蓄積することには便利な道具

です。一方、発想したり創造的な思考を広げていくのは紙の方が自由度は高

く手帳の方が圧倒的に向いていると思います。

また、書いたり描いたりした「思考の跡」をたどれる点が、タブレットには

ない隠れた機能だと思います。主に「ふりかえり」とこれに基づくPDCAサイ

クルを定着させる指導を重点的に行っています。

使い方

意義

変化 現在では自然と生徒が使い分けられるようになった

タブレットでデータを蓄積し、手帳で振り返りを行う

最初に手帳とタブレットを併用する意義を伝えた

「タブレットにはさまざまなアプリがあって何でもできるから、今さら手帳は必要ないのでは？」という議論があるかと思

います。本校でも手帳を導入した当初、このような意見も少なからず出ました。理屈では手帳不要と言えばその通り

ですが、実際は違いました。多くの生徒がよく書き、書いたページを振り返っています。これは何より担任を始めとした

現場の先生方の指導の賜物ですが、タブレットではどうしても得られない手帳の良さがあるからだと思います。生徒

は、使用頻度や書き込みの多さ少なさには差がありますが、タブレットと手帳を自然と使い分けています。生徒への

指導の前の段階で、手帳の意義への理解が得られれば定着もあっという間だと思います。現場の先生方の理解を得

ることが成否を握るかと思います。

手帳とタブレット両方使える人になってほしいから両方使いなさいと伝えるようにしています。タブレットは基本的に

データで一覧性もないため、振り返りができる方は紙です。データはスクロールとか面倒くさくて、見ないです。でも手

帳は自分の字なので汚くても何でも見てしまいますよね。自分で書いたものはやっぱり大事になるみたいです。なの

で、その両方の意義を伝えるようにしていますが、苦労もします。苦労もしますがそういった教員側の苦労とは別に生

徒たちはやっていくと思います。

この時期オススメの無料サポートをご紹介！

もっと指導例が知りたい先生へ

●タイプ別指導例
●学習・生活・自己管理を促す
実例 11選

●すぐ使えるプリント等を
ダウンロードできます

生徒に再意識付けをさせたい先生へ

●夏休み明けなどの
マンネリしがちな時期に！
●全編31分

※この動画は、フォーサイト手帳ご利用の
学校様のみの限定公開です。
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能力アップのための努力や、「やる」！と
決めたことをやり抜く人になってほしい

定期テスト対策や志望校合格・資格取得のための
「逆算的思考」を身につけてほしい

レベルと目的にあった手帳活用例

毎日のやること欄に関して、上手に活用されている学校さんの使い方です。
皆さんの学校ではどのように使えそうですか？参考にしてください。


